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京都大学 ベンチャー支援開発室
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●起業相談対応
●起業候補者発掘、ベンチ
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●広報活動、成功事例紹介
●学内向けセミナーの企画、
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力

イノベーション・マネジメント
・サイエンス研究部門

（寄附研究部門）

案件紹介

●ベンチャー起業、経営、
　育成に関する教育・研究
●ベンチャー経営ノウハウ
　ほかの開発、提供
●ベンチャー支援

京都大学経営管理大学院
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　育成に関する教育・研究
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京大ベンチャーファンド
（NVCC1号ファンド）

●京大発ベンチャーへの投資
●経営面、人材面の直接的
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●投資先企業のモニタリング協 力
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京大発ベンチャー

研究成果の普及

京都大学産官学連携センター

産官学連携センターは、産官学連携本部の統括のもとで産官学連携の推進、知的財産の確
保と活用、ベンチャーの育成・支援などを行なう部局として、2007年7月に発足しました。現
在は5室4分野が互いに機能的関係を持つマトリックス組織として活発に活動しています。

京都大学の国際産官学連携を推進し、外国企業、大学とのグローバルネットワークを構築
します。
産官学連携による共同研究等のコーディネートを積極的に進め、柔軟かつ先進的な取り
組みを通して、本学の研究成果の効果的な社会還元に努めます。
本学の研究成果から生じた知的財産を適切に確保するとともに、技術移転機関等とも連
携・協力して技術移転活動を推進し、知的財産の効果的・効率的な活用を図ります。
京大ベンチャーファンドと連携してベンチャー育成を図るとともに、創造性・起業精神に富む
人材の育成にも取り組み、起業による研究成果還元を促進します。
京都大学の産官学連携活動の推進を図るために、各種の契約における法的実務支援と
アドバイスを行ないます。
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ベンチャー支援
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生存基盤科学研究ユニット（宇治地区）

生存圏研究所

防災研究所防災研究所
化学研究所化学研究所

生存圏研究所

東南アジア研究所東南アジア研究所

エネルギー理工学研究所エネルギー理工学研究所

Innovative Collaboration Center (ICC)

産官学連携センター（宇治拠点）

生存基盤科学研究ユニットは化学研究所､エネルギー理工学研究所､生存圏研究
所､防災研究所､東南アジア研究所から構成された融合研究機関です。それらのう
ちの4研究所が宇治地区で研究活動を行っています。

　「生存基盤科学研究ユニット」は、「人類と地球の
未来」をどのように維持していくかというような問題
解決を目指して平成18年度に京都大学に設立された
研究組織です。ユニットを構成する5研究所は、これ
まで専門分野の課題を深く探究するアプローチによ
り、膨大な知識を深化させてきました。同研究ユニッ
トでは、これを融合し、分野横断型の課題を設定す
ることで、既存専門分野を超え、温暖化、人口増、資
源枯渇や巨大災害といった人類生存に関わる地球
規模での問題に取り組んでいます。

21世紀型課題へのアプローチ
“地球を愛し、知を融合する”

組織図

京大発ベンチャーの
育成・支援

平成20年度より４年間の新しい
事業として、「生存基盤科学に
おけるサイト型機動研究」が
スタートしました。当ユニッ
トの分野横断型の研究
に、京都大学が伝統とす
る地域研究の機動性を
加え、人類の生存にか
かる学際的な研究を単
に机上の空論ではな
く、実際のサイトに出て
の問題解決の実践と応
用を、俯瞰的視野を持つ
競争力あるリーダー的研
究者の育成を含めて実施
しようとするものです。研究
基盤をキャンパス外に展開し、

生存基盤科学の根幹である「物
質循環」「生態メタゲノム」、「危機
対応」を課題として、研究機関や他
大学、自治体等とも協力しながら、青
森と滋賀のサイトで機動的な活動を
行います。

総合展示
（宇治おうばくプラザ）1

総合展示
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競争力あるリーダー的研
究者の育成を含めて実施

平成20年度より４年間の新しい
事業として、「生存基盤科学に
おけるサイト型機動研究」が

しようとするも
基盤をキャンパス外に展開し、

生存基盤科学の根幹である「物
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制度と適応技術

生存基盤
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バイオインフォマティクス

生存基盤ライフネットワーク

持続可能都市空間構築
生存空間開拓科学

新物質・新材料創成

地球規模・宇宙災害
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京都大学 総長

産官学連携担当理事

産官学連携本部産官学連携推進会議
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